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研究成果の概要： 
 本研究はバングラデシュ、インド北東地域、ミャンマーをブラマプトラ川流域の統合的地域
としてとらえ、地域内の気候環境から村落の農業生態系までを結びつけながら、持続的発展の
可能性を考察する総合的調査研究である。現地調査を通し、農村開発のあり方は「生産」から
「文化」へとシフトすべきであること、地域間での情報交換や連携の不備を明らかにし、農村
開発のあり方をアクション・リサーチ計画試案として具体的に作成した。 
 
交付額 
                             （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 7,100,000 2,130,000 9,230,000 

２００６年度 7,800,000 2,340,000 10,140,000 

２００７年度 7,500,000 2,250,000 9,750,000 

２００８年度 9,400,000 2,820,000 12,220,000 

総 計 31,800,000 9,540,000 41,340,000 

 
研究分野：農村開発・農業生態学 

科研費の分科・細目：複合新領域・地域研究 

キーワード：アクション・リサーチ、農村開発、村落調査、自然災害、氾濫原、感染症 

 
１．研究開始当初の背景 
バングラデシュ、インド北東地域からミャ

ンマーにかけたブラマプトラ川流域地域は、
南アジア、東南アジアの枠組みで区切られた
地域研究において看過されてきた地域であ
る。同地域にはべンガル民族、インド系、チ
ベット系、ビルマ系の少数民族が多数混住し、
南回りシルクロードとして知られ、古くから
交易の要衝として社会経済圏を形成してき
た。ヒマラヤ東部丘陵からメガラヤ、ガロ丘
陵にかけて世界でも最も多雨である 5000～
8000mm の年間降雨量をもたらすモンスーン
は、ブラマプトラ川の本流と大小の支流河川
を介して本地域の独特の自然環境を特徴づ
けるとともに、自然環境適応型の農業生態系
を作ってきた。しかし｢近代灌漑農業の拡大｣
｢衛生的な生活を求めた地下水の飲料水源利

用｣｢焼畑の定畑化｣｢森林伐採｣｢氾濫原での
道路網・堤防の整備｣などの開発と発展の追
求は農業生態系を一変させようとしている。
それに連動するかのように、地球規模の気象
変動は、村人がこれまで経験することがなか
った連続する雨季の大洪水害、乾季の地下水
灌漑稲作の拡大による飲料用地下水の砒素
汚染などの環境問題群を生み出し健康被害
を及ぼすようにもなった。目的に掲げた諸点
から農業生態系の特徴を明示し、村落レベル
における農村開発のあり方をアクション・リ
サーチ計画試案として具体的に作成するこ
とが、本地域の持続的発展の可能性を探るた
めに、有効であると考えられる。 
２．研究の目的 
（1)モンスーン変動の地域水文環境（洪水害
など）への影響 (2)地域的な環境変化の要
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因となった農林水産業などの農業生態系（農
林水産業生産・生活様式・社会システム・生
活インフラ＜道路・堤防など＞）の近年の変
容。(3)個別村落における環境問題群・農業
生態系の持続性に対する村人の理解と現状
への対応策。(4)村落における社会経済問題、
衛生・医療問題と村人がとっている具体的な
対応策。(5)問題解決のための農村開発を目
指したアクション・リサーチ計画策定に向け
た、各地域における農村開発を担う地方行政
制度、開発 NGO の実態把握と、それら組織と
の具体的連携策。 
３．研究の方法 
(1)調査地：ブラマプトラ川流域地域を農業
形態と地理的立地条件と政治状況から調査
可能性を再考慮し、以下を設定した。バング
ラデシュ国では➀ブラマプトラ川下流のタ
ンガイル県乾季灌漑稲作・地下水砒素汚染地
域、➁チタッゴン丘陵焼畑農業と水田農業が
行われているチャクマ族地域、インド国では、
アッサム州の➃ブラマプトラ川中流、洪水頻
発地域、➄ ブラマプトラ川上流氾濫原アホ
ム族地域、アルナーチャル・プラデシュ州の
⑥ブラマプトラ川支流スバンスリ川地域流
域の少数民族地域、ミャンマー国では⑦マウ
ービン郡洪水・サイクロン被災地域、⑧ミャ
ンマー中央平原と、農業生態系と文化面を考
慮するために、特徴的な調査地を広く設定し
た。 
(2)共同研究の方法：本研究が扱うブラマプ
トラ川流域の農業生態系は図２に示された

「農林水産業」「モンスーン多雨環境」「社会
生活」の均衡系として捉えることができる。
この３つの課題を設定し、本研究を遂行する
ために、(i)村落開発班、(ii)地球－地域環
境班、(iii)開発パラダイム班の３つのチー
ム組織によって共同研究を実施した。メイン
チームは村落開発班であり、バングラデシュ
ではバングラデシュ農業大学、インド国での
アッサム州ではゴウハティ大学地理学科、ア
ルナーチャル・プラデシュ州では、ラディ
ブ・ガンディ大学地理学科、ミャンマー国で
は、イェジン農業大学をカウンターパートと
し、地球―地域環境班の気象問題研究のため
に、上記の他に、インド国メガラヤ州のノー
ス・イースト・ヒル大学地理学科、開発パラ
ダイム班の農村開発アプローチ研究のため

に、バングラデシュ国の農村開発アカデミー、
NGO（JRDS、SSS）、ラオス国のラオス国立大
学農学部をカウンターパートとして共同研
究を実施した。 
４．研究成果 
本プロジェクトでは、各年度に３～４回東南
アジア研究所で日本人メンバーが集い研究
発表を行ってきた。最終的には、2008 年 12
月 19、20 日にインド国アッサム州のゴウハ
ティ大学地理学科と京大東南アジア研究所
の 共 催 に よ る 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ
「INTERNATIONAL WORKSHOP ON AGRICULTURAL 
ECOSYSTEM AND SUSTAINABLE  DEVELOPMENT IN 
BRAHMAPUTRA BASIN」を開催し、下記の個別
論文が発表された。 

①Villager –Subjective Development in 
Brahmaputra Floodplain agro-ecosystems. 
Kazuo Ando, Nityananada Deka & A. K. 

Bhagabati 

②Structure and Function of Periodic 
market in a Floodplain Agro-ecosystem of 
the Brahmaputra Valley.Nityananda Deka, 
Koichi Usami  & A.K. Bhagabati 
③Study on Livelihoods in Muktapur village, 
Assam – tasks ahead toward sustainable 
rural development. Koichi Ushami, 
Nityananda Deka.   

④Rain-fed rice cultivation in the 
Brahmaputra floodplain –A case study in 
Lakhimpur district, Assam.Haruhisa Asada 
⑤Buried Humus Soil Layers and Land 
Development in Central and Eastern 
Himalayas.Shinji Miyamoto and Kazuo Ando 
⑥Farming System Research: Change of 
Traditional into Commercial floating 
island agriculture in Inlay Lake, Southern 
Shan State, Myanmar. Khin Lay Swe 
⑦Land Tenure Systems: A Study on 
Rice-based Farming Systems in Baghaichari 
muk village Khagrachari District, 
Bangladesh. Chakma Shishir Swapan, Kazuo 
& Khin Lay Swe 

⑧Transformation of resource utilization 
and its influence on rural life : Case 
study in a village in Tangail District, 
Bangladesh. Keiko Yoshino 
Flood Hazards and Human Responses in the 

Lower Brahmaputra Floodplain in Assam.A.K. 

Bora 

⑨Population Growth and Associated 
Demographic Character in Assam. B.K. Kar 
⑩Tourism in North east Region of India: 
Trend of Development and Issues Associated 
with Sustainability. Prasanta 



 

 

Bhattacharya 

⑪Japanese Encephalitis Transmission in 
relation to Agricultural 
Activities.Rupali Baruah, Yukiko 
Wagatsuma   

⑫Impact of geo-environmental 
characteristics on socioeconomic settings 
at LowerJinari river basin in Goalpara 
District, Assam.A. Ali, S.N. Sarma, R. 
Barman 

⑬Biophysical Attributes and Prediction 
of Summer Rice Yield in the Brahmaputra 
Valley. Surendra Singh 
⑭Improvements of Aman Rice Cultivation 
Against Flood damage in Jawar Village, the 
Haor Region of Bangladesh. Haruo Uchida 
and Kazuo Ando 

⑮Comparative Study on Local Governance 
and Participatory Rural Development 
through Decentralization in Kingdom of 
Bhutan and in Arunachal Pradesh of NEFA. 
Ainobu Kawai 

⑯Climate Change Impact on Health: 
Diarrhea Diseases in Bangladesh.Yukiko 
Wagatsuma, Toru Terao, Taiichi Hayashi, 

A.S.G. Faruque 

⑰Rainfall Characteristics in 
Northeastern Indian Subcontinent during 
Pre-monsoon and Mature Monsoon Seasons. 
Toru Terao 

⑱Several features and future perspect of 
weather condition  in the northeastern 
region of the Indian subcontinent. Taiichi 
Hayashi, Toru Terao, Fumie Murata, Masashi 

Kigushi, Yusuke Yamane, Shunsuke Tsushima, 

Jun Mutsumoto, Surendra Singh, Hiambock 

Syemlihe, Laitpharlang Cajee, Md. Nazrul 

Islam 

⑲An observational plan about 
raindrop-size distribution at Cherrapunji. 
Fumie Murata 

⑳An experimental and modeling 
investigation of macropore Dominated 
Subsurface Storm flow in vegetated 
Hilslopes of North east India. Rupak 
Sarkar, Subashisa Dutta 

○21Coexistence with the national park -The 
case study in Kaziranga National Park. 
Ohnishi Nobuhiro 

発表論文の題目がキーワードとして成果を
示しているように、図 2の視点から明かにし
ていくという本プロジェクトの当初の目的
に沿った成果をあげることができたと言え

る。フィールド調査という研究手法のために、
期間内の論文執筆を目指した分析には時間
が少ないにもかかわらず、個別のメンバーは
学会、雑誌論文の活発な発表があったことを
特記しておきたい。特に学術的成果として、
以下の点を列記できるであろう。 
(1)本プロジェクトの調査であるインド国の
アッサム州とブラマプトラ州、バングラデシ
ュのチッタゴン丘陵、ミャンマー国は、従来、
政治状況のために、村落レベルでの研究が圧
倒的に少ない地域であった。本プロジェクト
では、その地に日本の研究者が、現地カウン
ターパートとともに共同調査を行い、一次資
料を収集し、現地で国際ワークショップを開
催できたことは、高く評価されるべきと自負
できる。アッサム州、アルナーチャル・プラ
デシュ州のブラマプトラ川中流域と、上流域
での氾濫原、及び、その支流に立地する村の
生業に関する地道な調査は、国際的にも先駆
けとなる研究である。日本語のものは英語で
の発信を今後予定している。 
(2)農業生態系の持続的発展にとって、重要
な要素となるのは、農業・農村開発のパラダ
イムをどうシフトしていくか、ということで
ある。この点については、バングラデシュの
NGO、ラオス国立大学農学部との共同研究が
大きなヒントを与えてくれる。それは、生産
から文化への開発パラダイムのシフトであ
る。バングラデシュの洪水常襲地帯では持続
的発展にとって、村の「共同的性格」は自然
災害に対処する上でも大変重要であるが、近
年、この社会的特徴が急速に消えつつある。
これに対処するためにＤ村では、NGO の JRDS
が村の伝統文化を新たに復興しイベント化
するアクション・リサーチを農村開発アプロ
ーチとして実施し、大きな反響を呼んでいる。
またラオス国立大学においても、ラオスの伝
統農具収集の成果を農学部の高等教育に活
かしていこうという試みが行われている。ま
た、「柵がない」アッサム州のカジランガ国
立公園での希少動物の保全活動も動物と付
き合う文化の問題である。文化をキーワード
とする開発のパラダイムシフトの有効な萌
芽を本プロジェクトの成果として実感する
ことができた。 
(3)地球－地域環境班の「自然災害、気象と
感染症」のインド、バングラデシュ、ミャン
マーの国を超えた調査活動から明らかにな
ったことは、気象データーや感染症などのデ
ーターのネットワーク化が国家という制度
によって阻まれ、隣接する自然環境条件が似
通った大地域であるにもかかわらず、連携が
進んでいないことである。特に、気象班が明
らかにしたように、インド国のメガラヤ山地
のチュラプンジにおける実測のモンスーン
降雨の日変化のパターン（図３）とバングラ
デシュのジャムナ川の水深の日変化（図４）



 

 

 
図３チェラプンジの日降水量（2007）

図４ジョムナ川の水位の変化（2007） 

には明らかな正の相関が見られる。 

 
2007 年のチェラプンジの日降水量の変化を
見ると，この年には雨期の間に３回の活発期
が見い出せる．この活発な降水に伴って，ジ
ョムナ川（ブラマプトラ川）の水位が上昇し，
バングラデシュでの洪水が引き起こされた。
特にこの年は，雨期末期の 9月にも活発な降
水があったため，例年のように水位が下がら
ず，洪水災害が長期化したのである。また、
2008 年のミャンマーを襲ったサイクロン・ナ
ルギスでは死者が 13 万人にも及んだ。バン
グラデシュのサイクロン対策の経験がまっ
たく活かされていないのである。国を超えた

地域間の連携が課題となっている。 

 以上の３点の要約に立脚し、2008 年 11 月

に、アクション・リサーチ計画試案として、

新規に基盤研究（A）の科研プロジェクト「ベ

ンガル湾縁辺における自然災害との共生を

目指した在地のネットワーク型国際共同研

究」を申請し、採択され、2009 年度から５ケ

年計画でアクション・リサーチを推進するこ

ととなった。また、本プロジェクトの成果を

活かし、2008 年 5 月にトヨタ財団のアジア隣

人ネットワーク事業に応募し、「農村文化・

歴史を重視するアジア農村発展モデルの提

唱－アジアの開発途上国と日本の実践的ネ

ットワーク構築による農村文化再創造活動

－」が採択され、2009－2010 年度の 2 年間、

ラオスにおいてアクション・リサーチを展開

している。以上、本プロジェクトが当初結論

として目指したアクション・リサーチ計画の

作成という最終目的を十分に達成すること

ができた。  
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